
切　花　・　鉢　花　の　９　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　９月３日現在）

2020年 １，６９８ ６０
実 2021年 １，４６８ ６３

2022年 １，４７０ ６３
績 2023年 １，７０３ ６３

2024年 １，５３６ ６８

１，５７５ ６４

１，６００ ６５

概
　
要

2020年 １，５９５ ４０

実 2021年 １，３３３ ４１

2022年 １，５０３ ３８

績 2023年 １，３８３ ３４

2024年 ８３９ ６０

１，３３１ ４１

１，０００ ５０

概
　
要

2020年 １，１２９ ４２

実 2021年 １，０８８ ４７

2022年 １，１５８ ５０

績 2023年 １，０２２ ６１

2024年 １，１７２ ５２

１，１１４ ５０

１，１００ ５０

概
　
要

2020年 １０８ １１６

実 2021年 １０６ １５０

2022年 １０６ １４０

績 2023年 １４１ １２３

2024年 １７７ １０８

１２８ １２５

１５０ １１０

概
　
要

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く 　愛知、長野中心に入荷。夏場の高温により生育が遅れ気味。彼岸需要により中旬頃から入

荷が伸び、彼岸明けまで残る見込み。

　　　　　区分
実績等

５ヵ年平均

2025年見通し

５ヵ年平均

2025年見通し

カ
ー

ネ
ー

シ
ョ

ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

  長野中心の入荷。酷暑の影響もあり、前進かつ丈の短い物が多く見受けられる。輸入品は
例年並みに彼岸にむけての入荷となる。

５ヵ年平均

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　愛知、長野、埼玉、岩手から入荷。暑さの影響もあり、生育が遅れ気味。中旬から入荷が
伸びて、後半まで続きそうである。

５ヵ年平均

2025年見通し

2025年見通し

  福島、長野からの入荷となる。8月の高温の影響で前進気味。また、L級の出荷が多くなり
そう。中下旬は入荷減少に伴い、単価が上がってくる見込み。

単位：千本、円／本
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2020年 ３０５ １６２
実 2021年 ２６８ １８８

2022年 ２７８ １９１
績 2023年 ２５７ ２１２

2024年 ２３４ ２０５

２６８ １９０

２３０ ２００

概
　
要

2020年 ３１６ ９１

実 2021年 ２９５ １０４

2022年 ２９９ １３４

績 2023年 ３４０ １１８

2024年 ３４６ １１１

３１９ １１１

３２０ １１１

概
　
要

2020年 ６２８ ７６

実 2021年 ６６４ ６９

2022年 ７４７ ７４

績 2023年 ７０５ ８１

2024年 ７００ ７４

６８９ ７５

７００ ７０

概
　
要

2020年 １，２１２ ５５

実 2021年 １，１６５ ６１

2022年 １，２４８ ６８

績 2023年 １，２１６ ６７

2024年 １，３５８ ５６

１，２４０ ６１

１，３００ ５６

概
　
要

枝
　
　
も
　
　
の

５ヵ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

2025年見通し

  オリエンタルユリは新潟、北海道、埼玉、岐阜からの入荷となる。8月下旬は出荷は少な
めであったが、9月は前年並みの入荷となる見込み。ＬＡユリは新潟、埼玉からの入荷とな
り、入荷量は前年並みの見込み。鉄砲ユリは兵庫、愛媛からの入荷となり、台風の被害も無
く、安定した出荷が見込まれる。

ば
　
　
　
　
　
ら

５ヵ年平均

2025年見通し

  愛知、岐阜、三重、山形中心の入荷。暑さの影響から短い物が目立ち、その影響は例年に
比べ長引く見込み。

ゆ
　
　
　
　
り

５ヵ年平均

2025年見通し

  高温、干ばつの影響を受け、生育不良でフジバカマ、ススキ他など遅れが見られる。ソリ
ダコ(長野産)は短い物が多く、フウセントウワタも遅れている。岐阜産の山取りの枝物は月
頭から出荷が始まる。

品
目

　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

2025年見通し

  愛知、鹿児島、静岡などの国産に加え、輸入品が入荷する。コチョウランは輸入中心に微
増。カトレアは入荷が増える見込は薄く、暑さの影響で輪付が悪いため、出荷量は更なる減
少予想。デンファレは徐々に増える見込みでアンナも増加予定。オンシジウムは上位等級が
徐々に減少し、下位等級が増える見込み。シンピジウムはニュージーランド産が主体なた
め、価格次第の展開。

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　８月27日現在）

2020年 ２３，５８２ ７５５

実 2021年 ２１，９９８ １，０８４

2022年 ２５，７７９ ９５８

績 2023年 ２２，４８２ ７３７

2024年 ２０，３９０ ８９８

２２，８４６ ８８６

２０，０００ ８８０

概
　
要

2020年 ２，１５３ ６５２

実 2021年 １，３５３ ６９７

2022年 １，８３５ ６００

績 2023年 １，８８６ ５６２

2024年 ９１２ ６４６

１，８０５ ６１０

８５０ ６４７

概
　
要

2020年 ５，５８３ ８７４

実 2021年 ８，４２８ ８７４

2022年 ９，０３１ ８２８

績 2023年 ６，１７７ ８６６

2024年 ６，５６０ ９９７

７，０６４ ８５７

６，５００ ９８０

概
　
要

オ
　
ン
　
シ
　
ジ
　
ウ
　
ム

品
目

ド
　
ラ
　
セ
　
ナ
　
類 　入荷量は前年より減少か。前年に引き続き、海外からの輸入原木が減少している。

特に、大鉢サイズの生産は減少する見込み、出荷のメインは中鉢サイズがメインになる。
また最近は、種苗会社よりコンシネの苗が導入されている為、コンシンネは４号位のサイ
ズでの出荷が増える可能性がある。
　前年９月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（50.3％）、２位三重
(14.9％）、３位鹿児島（8.8％）。

　　　  区分
実績等

５ヵ年平均

2025年見通し

５ヵ年平均

2025年見通し

ア
　
ン
　
ス
　
リ
　
ウ
　
ム

　入荷量は前年並かわずか減少か。近年は夏の高温で花の色抜けが目立ってきている為、
８月中の出荷を増やし９月出荷が減る見込み。特に８号以上のサイズは単価も厳しくなる
予想で出荷量は減少の見込み。出荷メインは６号中心でそれ以下のサイズがメインと思わ
れる。
　前年９月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位奈良（23.4％）、２位愛知
（17.8％）、３位長野（14.3％）となっている。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は前年よりかなり減少か。特に地元愛知産の減少が目に付く。生産減少の影響で
大輪系を中心に比較的安定した取引が予想される。
　前年９月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（87.7％）、２位高知
（5.3％）、３位静岡（3.0%）となっている。

５ヵ年平均

2025年見通し

単位：鉢、円／鉢
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2020年 １７，２７０ ４２６

実 2021年 ２２，０１２ ４５１

2022年 ２２，９８１ ４４５

績 2023年 １７，７１９ ４５８

2024年 １７，９７６ ４５５

１９，５９２ ４４７

１７，０００ ４５３

概
　
要

2020年 １１３，３９７ １４２

実 2021年 １６９，０８６ １５７

2022年 １１５，１８３ １６４

績 2023年 １０４，２１４ １５９

2024年 ５９，９９８ １８５

１３５，３３６ １５３

６０，０００ １７８

概
　
要

2020年 ３２，１７１ ２３０

実 2021年 ３４，９８０ ２４９

2022年 ３３，５０３ ２４２

績 2023年 ２６，９５７ ２５９

2024年 ３０，０３６ ２７４

３１，５２９ ２５０

２８，０００ ２４０

概
　
要

シ
 
ャ
 
コ
 
バ
 
サ
 
ボ
 
テ
 
ン

５ヵ年平均

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量

カ
　
ラ
　
ン
　
コ
　
エ

５ヵ年平均

シ
　
ク
　
ラ
　
メ
　
ン

前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

2025年見通し

　入荷量は前年並みか。夏場の猛暑の影響もあり例年より出荷の遅れが懸念される。
９月中旬以降、３号ガーデンシクラメンを中心に出荷が始まり、４号鉢以上は１０月以降
となる見込み。残暑や台風等の天候にも左右されるが、相場が安定するのは９月下旬とな
る見込み。
　前年９月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位長野（30.1％）、２位愛知
（26.8％）、３位北海道（9.4％）となっている。

2025年見通し

　入荷量は前年よりやや減少か。高温の影響により８～９月と繋がって小鉢が殆ど出せ
ず、歩留まり非常に悪い。５号以上は出荷続くが、３．５号の鉢数比率が高く、大きくダ
ウンする見込み。数量予測は全く読めず。温度が下がり商品状態が回復傾向になればと期
待したい。埼玉のみ出荷有り、下旬頃に他産地が出せるかも。
　前年９月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（81.4％）、２位埼玉
（15.2％）、３位栃木（3.0％）となっている。

卸売価格

2025年見通し

　入荷量は前年より減少か。山上げされた商品は８月末～９月頭に入荷始まり順調の見込
み。それ以外では高温の影響もあり、花が遅れ入荷のペースが鈍化するサイズもありそ
う。
　前年９月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位埼玉（47.1％）、２位岐阜
（35.3％）、３位愛知（11.3％）となっている。

単位：鉢、円／鉢
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